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病態

粒子線治療/治療方針
日本放射線腫瘍学会承認

治療方針番号

疾患名
その他の稀な脳腫瘍に対する陽子線治療

適応

他の組織系に分類される脳腫瘍

備考

　□■切除非適応　□化学療法不応　□■再発性　□転移性　■他

照射方法

根拠となる論文，ガイドライン，実績等

線量分割は放射線治療計画ガイドラインに準ずる
複数の専門家が参加するキャンサーボードにおいて症例検討を行い，照射
方法，線量，分割法を含めた治療方針を決定すること（年齢，腫瘍の病理、
部位に応じて検討 ）
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